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した発生要因の検討をおこなった。著者が検討した血、清脂質に血清総コレステローノレ値 (以下， Ch 
値と略)と Albrink らにより動脈硬化症の指標として血清 Ch 値よりもすぐれていると報告されて





秋田県の 3 地区(いずれも農村)と大阪府の 2 地区(農山村と都市近郊の住宅地・農村)および大
阪市内の事業所にみられた40才から 69才までの脳卒中患者 213 例，脳卒中例の対照として心筋硬塞・
狭心症19例をはじめ，乙れらの症例の属している地域住民の血清脂質値を検討するために40才から 69
才までの2 ， 650名の住民を対象とした。対象者全員に血清 Ch 値 (Zak-Henly 変法を使用) と血清
TG 値 (Van Handel-Zi1versmit変法を使用)の測定をおこない，血清脂質代謝以外の発生要因の検





1) 脳卒中例に高 Ch 血症 (220mg/dl 以上) ，高 TG 血症(120mg/dl 以上)を伴う率は全集団
を通じて低率であり，脳卒中例の血清 Ch 値，血清 TG 値は集団全体としての値と有意差がみ
られない。















日本人の脳卒中，脳動脈硬化症患者の血清 Ch 値， 血清 TG 値は大部分の症例においては正常範
囲の値を示し，脳卒中，脳動脈硬化症の成因に脂質代謝異常が関与する面は少なく，高血圧の関与す
る面が多いと考えられる。また脳卒中のうち，脳硬塞は脳出血と同じく，高脂血症を伴う率が低く，
高血圧を伴う率が高いことを明らかにした。
? ?
論文の審査結果の要旨
わが国における高血圧症および動脈硬化症の特徴を明らかにし，予防対策を確立する乙とを目的と
し，秋田県と大阪府の数地区にみられた脳卒中患者，地域住民について，血清脂質値を中心とする検
討をお乙なった口そして， 1) 日本人の脳卒中，脳動脈硬化症患者の血清脂質値は正常値を示す者が
多いこと， 2) 日本人の脳硬塞は脳出血と同じく，高血圧と密接な関係のあることを明らかにした口
